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【
う
ら
へ
続
く
】

　

統
一
協
会
の
被
害
者
救

済
法
案
、衆
院
で
採
決（
８

日
）。「
審
議
が
不
十
分
だ
」

「
こ
れ
で
は
マ
イ
ン
ド
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
下
の
献
金
に

対
応
で
き
な
い
」「
被
害
者

弁
護
団
の
参
考
人
質
疑
で

も
被
害
実
態
か
ら
す
る
と

不
足
し
て
い
る
と
指
摘
さ

れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

自
民
、
公
明
が
敵
基
地

攻
撃
能
力
の
保
有
で
合
意
。

「
政
府
は
こ
れ
ま
で
専
守

防
衛
の
立
場
だ
っ
た
。
こ

れ
を
ひ
っ
く
り
返
す
も
の

で
憲
法
違
反
だ
」「
軍
事
力

で
対
峙
す
れ
ば
、
偶
然
や

突
発
的
な
こ
と
か
ら
戦
争

に
な
り
か
ね
な
い
」「
軍
事

対
軍
事
の
悪
循
環
で
は
平

和
は
こ
な
い
。
外
交
に
よ

る
紛
争
解
決
に
努
力
す
べ

き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

岸
田
首
相
、
軍
事
費
５

年
で
43
兆
円
を
指
示
（
５

日
）。「
現
行
の
１
・
56
倍

と
な
る
大
軍
拡
だ
」「
こ
ん

な
に
物
価
高
で
困
窮
し
て

い
る
の
に
大
増
税
な
ん
て

と
ん
で
も
な
い
」「
自
民
党

内
か
ら
も
異
論
が
出
て
い

る
が
、
来
年
の
い
っ
せ
い

地
方
選
挙
を
意
識
し
た
も

の
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
。「
ロ
シ
ア
内
陸

の
空
軍
基
地
が
攻
撃
を
受

け
た
」「
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
無
人
機
攻
撃
だ
と

し
て
い
る
」「
深
み
に
は
ま

　

自
公
両
党
は
２
日
、
歴

代
政
権
も
「
違
憲
」
と
し

て
き
た
敵
基
地
攻
撃
能
力

＝
反
撃
能
力
の
保
有
で
合

意
し
ま
し
た
。

　

敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有

の
最
大
の
危
険
は
、
安
保

法
制
に
も
と
づ
く
存
立
危

機
事
態
で
の
敵
基
地
攻
撃

を
自
公
も
政
府
も
認
め
て

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有

憲
法
踏
み
破
る
安
全
保
障
政
策
の
大
転
換

　
　
　

日
本
共
産
党
が
撤
回
求
め
る

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

日
本
へ
の
武
力
攻
撃
が
発

生
し
て
い
な
く
て
も
米
国

が
攻
撃
さ
れ
れ
ば
、
国
の

存
立
が
脅
か
さ
れ
る
事
態

と
し
て
敵
基
地
攻
撃
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

相
手
国
か
ら
見
れ
ば
明
白

な
先
制
攻
撃
で
す
。
相
手

が
反
撃
し
て
く
れ
ば
日
本

に
戦
火
が
及
ぶ
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

岸
田
首
相
は
、
敵
基
地

攻
撃
能
力
を
支
え
る
軍
事

費
と
し
て
５
年
間
で
43
兆

円
を
提
示
。
日
本
の
安
全

を
守
る
ど
こ
ろ
か
日
本
を

危
険
に
さ
ら
し
、
国
民
の

暮
ら
し
を
も
押
し
つ
ぶ
す

暴
走
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
の
小
池
書

記
局
長
は
、
憲
法
を
踏
み

破
り
、
戦
後
日
本
の
安
全

保
障
政
策
の
大
き
な
転
換

を
自
公
両
党
で
合
意
し
た

こ
と
に
断
固
抗
議
、
撤
回

を
求
め
る
と
と
も
に
、
大

軍
拡
と
暮
ら
し
破
壊
を
許

さ
な
い
国
民
的
な
大
運
動

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「風
ふりゅう

流踊」  無形文化遺産に

　　　　ユネスコ

　

ユ
ネ
ス
コ
の
政
府
間
委

員
会
は
、「
郡
上
踊
」（
岐

阜
県
郡
上
市
）
や
「
西
馬

音
内
の
盆
踊
」（
秋
田
県
羽

後
町
）
な
ど
24
都
府
県
41

件
の
民
俗
芸
能「
風
流
踊
」

を
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
登
録
は
２
０
２
０
年

の「
伝
統
建
築
工
匠
の
技
」

以
来
と
な
り
ま
す
。

　

風
流
踊
は
、
衣
装
や
道

具
に
趣
向
を
凝
ら
し
、
歌

や
笛
、
太
鼓
な
ど
の
は
や

し
に
合
わ
せ
て
踊
る
盆
踊

り
や
念
仏
踊
り
な
ど
の
民

俗
芸
能
。

　

同
委
員
会
は
決
議
で
、

風
流
踊
の
知
識
と
技
が
保

護
団
体
な
ど
を
通
じ
て
学

校
や
家
庭
、
社
会
で
伝
承

さ
れ
て
お
り
「
全
て
の
年

代
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
人
々

を
結
び
つ
け
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
促
進
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ヘ
の
帰
属

意
識
を
育
む
」
と
指
摘
し

ま
し
た
。

急増する軍事研究予算

い
る
こ
と
で
す
。
存
立
危

機
事
態
の
規
定
に
よ
っ
て
、
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

り
つ
つ
あ
る
。
ロ
シ
ア
軍

は
た
だ
ち
に
撤
退
す
べ
き

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
。
日
本

は
ク
ロ
ア
チ
ア
に
延
長
戦

で
も
決
着
せ
ず
PK
戦
で
敗

　
　

×　
　
　
　

×

　

８
日
の
満
月
。「
空
に
雲

も
無
く
、
す
ご
く
き
れ
い

大
軍
拡
で
な
く 

９
条
を
持
つ
国
の
平
和
外
交
を

　

自
民
党
議
員
と
統
一
協

会
と
の
底
知
れ
ぬ
癒
着
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
背
景
に
は
、
安
倍
晋

三
前
首
相
、安
倍
氏
の
父
・

安
倍
晋
太
郎
元
外
相
、
祖

統一協会と自民党との
　　底知れぬ関係

過去にさかのぼって全貌解明を

　

大
学
・
研
究
機
関
の
有

期
雇
用
の
研
究
者
や
非
常

勤
講
師
が
来
年
３
月
末
、

最
大
４
５
０
０
人
も
の
雇

い
止
め
の
危
機
に
あ
る
問

題
。
文
部
科
学
省
は
各
大

学
、
研
究
機
関
に
対
し
、

有
期
雇
用
の
研
究
者
雇
い
止
め

文
科
省
「
望
ま
し
く
な
い
」
と

大
学
に
通
達

　
　
一
部
で
改
善
の
動
き

「
貴
法
人
に
お
け
る
無
期

転
換
ル
ー
ル
の
円
滑
な
運

用
に
つ
い
て
（
依
頼
）」
と

の
11
月
７
日
付
通
達
を
発

出
し
て
い
ま
す
。

　

通
達
は
、「
無
期
転
換

ル
ー
ル
の
適
用
を
意
図
的

に
避
け
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
無
期
転
換
申
込
権

が
発
生
す
る
前
に
雇
止
め

　

首
都
圏
の
あ
る
私
立
大

学
で
は
11
月
中
旬
、
大
学

側
か
ら
非
常
勤
講
師
に

「
文
科
省
か
ら
通
達
が
あ

り
、
雇
い
止
め
は
撤
回
す

る
」
と
通
知
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
労
連
な
ど
は
10
月
に

研
究
者
雇
い
止
め
ス
ト
ッ

プ
を
求
め
る
集
会
を
開
催
。

理
化
学
研
究
所
の
研
究
者

ら
は
雇
い
止
め
撤
回
裁
判

に
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
国
会
で
追

及
し
て
き
ま
し
た
。 

父
・
岸
信
介
元
首
相
に
さ

か
の
ぼ
る
「
安
倍
３
代
」

の
統
一
協
会
と
の
歴
史
的

な
深
い
結
び
つ
き
が
あ
り

ま
す
。

  

１
９
６
８
年
に
岸
氏
が

日
本
の
右
翼
ら
と
と
も
に

統
一
協
会
＝
勝
共
連
合
を

発
足
さ
せ
た
こ
と
が
、
半

世
紀
に
わ
た
る
癒
着
関
係

の
出
発
点
で
し
た
。
そ
の

後
、
統
一
協
会
は
政
権
中

枢
に
深
く
関
与
し
て
き
た

安
倍
三
代
と
脈
々
た
る
癒

着
関
係
を
つ
く
っ
て
き
ま

し
た
。
過
去
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
歴
史
的
癒
着
の
全

貌
を
徹
底
的
に
解
明
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

だ
っ
た
」「
近
く
に
明
る
い

星
が
あ
っ
た
が
、
火
星

だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
モ
ズ
の
鳴
き
声
が
、我

が
家
の
近
く
で
も
聞
こ
え

た
。
冬
だ
」「
寒
暖
の
差
が

大
き
く
、
体
調
管
理
が
大

切
な
時
期
に
な
っ
た
」「
日

の
入
り
が
一
番
早
い
の
は

冬
至
よ
り
前
の
今
頃
」

れ
る
。「
残
念
だ
っ
た
。
ま

た
も
８
強
の
壁
だ
っ
た
」

「
予
想
を
く
つ
が
え
し
て

ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
に

勝
っ
た
の
は
す
ご
い
」

第 2次補正予算成立
物価高対策「全く不十分」

　日本共産党反対討論

　

２
０
２
２
年
度
第
２
次

補
正
予
算
が
２
日
の
参
院

本
会
議
で
、
自
民
、
公
明
、

国
民
民
主
の
賛
成
多
数
で

可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。日

本
共
産
党
は
反
対
し
ま
し

た
。

　

反
対
討
論
に
た
っ
た
岩

渕
友
議
員
は
、「
最
も
急
が

れ
る
物
価
高
騰
か
ら
暮
ら

し
を
守
る
と
い
う
点
で
全

く
不
十
分
な
一
方
、
緊
急

性
が
な
い
多
額
の
予
備
費

や
基
金
、
軍
事
費
な
ど
を

計
上
し
て
お
り
、
暮
ら
し

の
実
態
か
ら
も
財
政
法
に

照
ら
し
て
も
認
め
ら
れ
な

い
」
と
批
判
。

　

ま
た
、政
府
が
「『
物
価

上
昇
に
負
け
な
い
賃
上

げ
』
と
い
う
の
な
ら
、
雇

用
の
７
割
を
支
え
る
中
小

企
業
全
体
の
賃
上
げ
支
援

が
重
要
だ
」
と
指
摘
し
ま

し
た
。

英、週 4日労働 100 社
心身の健康　サービス向上

英紙ガーディアン（電子版 11 月 27日）

　

週
４
日
労
働
を
恒
久
的

に
導
入
し
た
英
国
企
業
が

１
０
０
社
に
達
し
た
と
報

じ
ま
し
た
。

　

計
２
６
０
０
人
の
従
業

員
に
対
し
、
賃
金
を
減
ら

さ
ず
に
実
施
。
導
入
を
決

め
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
企

業
ア
ウ
ィ
ン
社
の
ア
ダ

ム
・
ロ
ス
社
長
は
、
同
紙

に
対
し
、「
こ
の
１
年
半
の

実
践
で
、
従
業
員
の
心
身

の
健
康
や
幸
福
度
、
顧
客

へ
の
サ
ー
ビ
ス
や
対
応
が

大
き
く
改
善
さ
れ
、
人
材

の
確
保
や
離
職
引
き
留
め

も
向
上
し
た
」
と
語
り
ま

し
た
。

や
契
約
期
間
中
の
解
雇
等

を
行
う
こ
と
は
、
労
働
契

約
法
の
趣
旨
に
照
ら
し
て

望
ま
し
い
も
の
で
は
な

い
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。


